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昨
年
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
国
文
学
研
究
資
料
館
は
、

本
年
度
、人
文
社
会
科
学
分
野
で
初
め
て
の「
大
規
模
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
」と
し
て「
日
本
語
の
歴
史
的
典

籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
計
画
」を
本
格

的
に
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、創
立
四
十
一
年
目
は
、さ
ら

な
る
飛
躍
を
期
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
に
相
応
し
い
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
十
年
間
に
及
ぶ
本
事
業
計
画
は
、本
紙
創
刊
号（
二

〇
一
四
年
六
月
）、ま
た『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』第
五
六
号（
二
〇

一
四
年
五
月
）、『
文
藝
年
鑑
２
０
１
４
』（
二
〇
一
四
年
六

月
）等
の
記
事
で
ご
承
知
の
通
り
、当
館
の
こ
れ
ま
で
の
四

十
年
史
に
照
ら
し
て
も
き
わ
め
て
重
い
任
務
で
す
。こ
こ

に
、そ
の
取
り
組
み
の
う
ち
、当
館
教
員
の
活
動
の
一
端
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

ａ
体
制
整
備

　
本
事
業
計
画
は
、新
設
さ
れ
た
古
典
籍
共
同
研
究
事
業
セ

ン
タ
ー（
以
下「
セ
ン
タ
ー
」と
略
称
）を
中
心
に
、館
を
挙
げ

て
推
進
す
る
文
字
通
り
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、併
せ
て
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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今
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度
公
募
い
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ま
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共
同
研
究
が
、次
の
と
お
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た
。
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典
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研
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た
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、

日
本
の
古
典
籍
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基
き
そ
れ
を
活
用
し
て
な
さ
れ
る
研
究

で
、こ
れ
ま
で
未
開
拓
で
あ
っ
た
か
、あ
る
い
は
十
分
に
展
開

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
研
究
領
域
に
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組
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意
欲
的
な
共
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研
究
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ク
を
構
築
す
る
と
い
う
こ
の
大
規
模
な
計
画
を
滞
り
な
く
進
め

る
た
め
、新
た
に
従
来
の
教
員
組
織
を
包
括
す
る「
セ
ン
タ
ー
連

携
委
員
会
」を
設
け
る
と
と
も
に
、情
報
系
教
員
は
セ
ン
タ
ー
業

務
を
兼
ね
る
と
い
う
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

ｂ
作
業
内
容

　
セ
ン
タ
ー
連
携
委
員
会
が
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、計
画
の
二

つ
の
柱
の
一
つ
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
事
業
に
お
い
て
、検
索
機

能
を
高
度
化
さ
せ
る
た
め
の
基
礎
作
業
で
す
。具
体
的
に
は
、画

像
に
タ
グ
を
付
す
作
業
で
あ
り
、構
成
員
の
専
門
領
域
か
ら
、初

め
に
手
が
け
る
分
野
を「
文
学
」及
び「
歴
史
」と
し
、そ
の
基
本
方

針
や
対
象
と
す
る
範
囲
を
定
め
た
の
ち
、本
作
業
に
取
り
か
か
り

ま
し
た
。

　
基
本
方
針
は
、章
題
等
の
分
節
、挿
画
、本
文
の
三
区
分
を
設

け
た
上
で
、固
有
名
詞
を
原
則
に
抽
出
す
る
こ
と
と
し
、利
用
の

便
を
考
え
、括
弧
付
き
で
必
要
語
彙
を
補
う
等
の
措
置
を
講
じ

ま
し
た
。

　
現
在
、対
象
と
す
る
範
囲
と
し
て
の
代
表
的
な
古
典
籍
を
ほ
ぼ

選
び
終
え
、構
成
員
各
個
に
対
象
を
定
め
て
、タ
グ
を
付
す
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
作
業
は
作
品
ご
と
に
有
効
性
の
判
断
を

伴
う
た
め
、外
注
や
ア
ル
バ
イ
ト
よ
り
も
教
員
の
担
当
が
ふ
さ
わ

し
く
、対
象
に
即
し
た
個
別
の
判
断
の
も
と
、語
彙
を
抽
出
す
る

作
業
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。対
象
は
、全
分
野
と
も
基
本
的

に
全
国
各
拠
点
か
ら
当
館
に
集
積
さ
れ
る
画
像
と
な
り
ま
す
が
、

集
積
は
来
年
度
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、本
年
度
は
、当

館
所
蔵
の
和
古
書
画
像
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
系
教
員
は
、シ
ス
テ
ム
関
係
構
築
等
の
作
業
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

ｃ
今
後
の
活
動
等

　
タ
グ
付
け
は
初
め
て
の
試
み
ゆ
え
、改
善
す
べ
き
点
が
生
じ

た
場
合
は
見
直
す
こ
と
と
し
、今
後
予
定
し
て
い
る
他
分
野
を

含
め
、効
率
的
な
検
索
に
資
す
る
作
業
を
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
な
お
、本
事
業
計
画
に
果
た
す
教
員
の
役
割
は
、い
ま
一
つ
の

柱
で
あ
る
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
面
に
お
い

て
、よ
り
強
く
発
揮
さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、本
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
人
間
文
化
研
究
機
構
内
で
連
携
す
る
共
同
研
究
で
は
、

既
に
複
数
の
ブ
ラ
ン
チ
に
お
い
て
積
極
的
に
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
、今
後
の
国
文
学
研
究
資
料
館
は

い
か
に
あ
る
べ
き
か
。

　
再
来
年
度
か
ら
始
ま
る
六
年
間
の
第
三
期
中
期
目
標
・
中
期
計

画
期
間
に
求
め
ら
れ
る
機
能
強
化
の
た
め
に
は
、主
要
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
、本
事
業
計
画
の
着
実
な
遂
行
と
そ
の
成
果
の
発

信
が
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、当
館
で
は
現

在
、創
立
以
来
精
力
的
に
進
め
て
き
た
調
査
収
集
以
下
の
諸
事
業

及
び
共
同
研
究
等
と
の
関
わ
り
方
を
は
じ
め
、あ
る
べ
き
将
来
像

の
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
内
外
か
ら
多
大
な
御
協
力
・
御
支
援
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
り
立
つ
本
事
業
計
画
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、館
内

教
職
員
一
丸
と
な
り
、事
業
・
研
究
の
両
面
で
力
の
限
り
任
を
果

た
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
計
画
ー
事
業
の
柱
ー

大型プロジェクト初年度の取り組み
国文学研究資料館副館長　寺島 恒世

タグ付け作業のためのマニュアルを作成
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研
究
の
両
面
で
力
の
限
り
任
を
果

た
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
計
画
ー
事
業
の
柱
ー

大型プロジェクト初年度の取り組み
国文学研究資料館副館長　寺島 恒世

タグ付け作業のためのマニュアルを作成
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　「
日
本
語
の
歴
史

的
典
籍
の
国
際
共
同

研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
計
画
」事
業
の

実
施
に
と
も
な
い
、①

国
際
型
、②
公
募

型
、③
拠
点
主
導

型
、④
機
構
内
連
携

型
と
いっ
た
四
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
共
同
研

究
も
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の「
④
機

構
内
連
携
に
よ
る
共
同
研
究
」の
ひ
と
つ
と
し
て
、平
成
26
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
ま
で
の
三
年
間
に
お
い
て
、国
内
外
の
医
学
・
理
学
・
農
学
書
の
研

究
者
と
と
も
に
、「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
古
典
籍―

医
学
・
理
学
・
農
学
書
を

中
心
と
し
て―

」を
テ
ー
マ
と
す
る
共
同
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
日
本
の
古
典
籍
は
中
国
、朝
鮮
半
島
の
文
化
を
受
け
入
れ
な
が
ら

誕
生
し
、そ
の
後
も
文
化
的
接
触
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
発
展
・
変
化

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、ア
ジ
ア
の
書
物
文
化
に
対
す
る
理

解
は
日
本
古
典
籍
の
特
質
を
把
握
す
る
際
に
お
い
て
大
変
重
要
な
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、近
代
以
降
の
学
問
の
細
分
化

に
よ
り
、同
時
代
・
同
分
野
の
古
典
籍
で
さ
え
も
、著
者
の
国
・
地
域

に
よ
っ
て
異
な
る
学
科
や
専
門
分
野
の
研
究
対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、ア
ジ
ア
の
書
物
文
化

の
関
係
性
の
中
に
お
い
て
、認
識

す
べ
き
重
要
な
事
実
が
見
逃
さ
れ

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
、古
典

籍
研
究
の
進
展
に
と
っ
て
大
き
な

障
碍
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、国

文
学
研
究
資
料
館
は
い
ま
ま
で
文

学
書
を
中
心
と
し
て
日
本
の
古
典

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
古
典
籍

―

医
学
・
理
学
・
農
学
書
を
中
心
と
し
て―

共
同
研
究「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
古
典
籍―

医
学
・
理
学
・
農
学
書
を

中
心
と
し
て―

」ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
報
告

共
同
研
究「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
古
典
籍―

医
学
・
理
学
・
農
学
書
を

中
心
と
し
て―

」ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
報
告

国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
部
教
授
　
陳

　捷

籍
の
調
査
・
収
集
と
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、日
本
の
古
典
籍

の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、文
学
書
以
外
の
書
物
も
含
め
た

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
古
典
籍
を
総
合
的
に
研
究
す
る
こ
と
は
、こ
れ

か
ら
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
共
同
研
究
は
、こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
、日
本
古
典
籍
に
お
い
て
重

要
な
分
野
で
あ
り
、し
か
も
現
代
の
社
会
生
活
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て

い
る
医
学
・
理
学
・
農
学
書
に
焦
点
を
あ
て
、日
本
だ
け
で
は
な
く
、中

国
・
韓
国
・
琉
球
・ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
書
物
文
化
と
も
比

較
し
な
が
ら
、日
本
の
古
典
籍
の
成
立
・
流
通
・
享
受
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
る
企
画
で
あ
り
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、ア
ジ
ア
を

一
つ
の
大
き
な
書
物
文
化
圏
と
し

て
と
ら
え
、実
学
書
の
中
で
も
と
り

わ
け
社
会
生
活
へ
与
え
る
影
響
が

大
き
か
っ
た
、医
学
・
理
学
・
農
学

書
に
注
目
す
る
こ
と
で
、従
来
の
古

典
籍
研
究
の
枠
組
み
を
越
え
た

「
総
合
書
物
学
」へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
研
究
の
研
究
方
法
の
特
徴
と
し
て
は
、医
学
・
理
学
・
農
学
書
と

いっ
た
こ
と
な
る
研
究
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
で
あ
り
、ま

た
、日
本
古
典
籍
の
専
門
家
の
み
で
は
な
く
、中
国
・
韓
国
・
琉
球
・ベ
ト

ナ
ム
な
ど
の
当
該
分
野
の
専
門
家
に
も
参
加
し
て
頂
き
、共
同
調
査
・

共
同
研
究
お
よ
び
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
通
し
て
、学
際
的
・
国
際
的

な
研
究
空
間
の
な
か
で
研
究
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、今
年
４
月
に
始
ま
っ
て
以
来
、数
回
の

打
合
せ
を
重
ね
、具
体
的
な
研
究
目
標
・
研
究
方
法
な
ど
に
つい
て
意
見

交
換
を
行
い
、８
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）に
、第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
、冒
頭
、今
西
館
長
の
挨
拶
に
続
き
、谷
川
副
館
長
か
ら

「
日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計

画
」に
つ
い
て
の
具
体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
、事
業
全
体
に
お
け
る
本

共
同
研
究
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
発
表
は
、茨
城
大
学
人
文
学
部
教
授
の
真
柳
誠
氏
に
よ
る

「
日
中
韓
越
の
医
学
書
流
通
と
受

容
：
そ
の
内
容
と
形
態
」で
す
。日

本
で
、江
戸
前
期
の
1
6
5
1
〜

1
6
6
0
年
を
ピ
ー
ク
に
漢
籍
医

書
の
流
行
が
あ
っ
た
こ
と
の
分
析

な
ど
、台
北
故
宮
博
物
院
・ベ
ト
ナ

ム
国
家
図
書
館
・
ソ
ウ
ル
大
学
奎

章
閣
に
つ
い
て
全
所
蔵
古
医
籍
の

調
査
を
終
え
、さ
ら
に
調
査
を
継

第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催
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史
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・
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の
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の
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の
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に
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と
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日
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古
典
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分
野
の
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に
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と
は
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る
と
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れ
ま
す
。

　
本
共
同
研
究
は
、こ
の
よ
う
な
趣
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で
、日
本
古
典
籍
に
お
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て
重

要
な
分
野
で
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り
、し
か
も
現
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の
社
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生
活
と
も
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接
に
関
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て
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学
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理
学
・
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に
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点
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て
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が
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本
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典
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通
・
享
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の
問
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に
つ
い
て

考
え
る
企
画
で
あ
り
ま
す
。

　
本
プ
ロ
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ェ
ク
ト
で
は
、ア
ジ
ア
を

一
つ
の
大
き
な
書
物
文
化
圏
と
し

て
と
ら
え
、実
学
書
の
中
で
も
と
り

わ
け
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活
へ
与
え
る
影
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・
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に
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る
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と
で
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の
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典
籍
研
究
の
枠
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越
え
た

「
総
合
書
物
学
」へ
の
ア
プ
ロ
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チ
を
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指
し
て
い
ま
す
。

　
本
研
究
の
研
究
方
法
の
特
徴
と
し
て
は
、医
学
・
理
学
・
農
学
書
と

いっ
た
こ
と
な
る
研
究
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
で
あ
り
、ま

た
、日
本
古
典
籍
の
専
門
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の
み
で
は
な
く
、中
国
・
韓
国
・
琉
球
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ト

ナ
ム
な
ど
の
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該
分
野
の
専
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家
に
も
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加
し
て
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き
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・
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よ
び
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を
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24
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催
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。
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目
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の
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き
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史
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介
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。

　
最
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の
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は
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人
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学
部
教
授
の
真
柳
誠
氏
に
よ
る

「
日
中
韓
越
の
医
学
書
流
通
と
受

容
：
そ
の
内
容
と
形
態
」で
す
。日

本
で
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戸
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期
の
1
6
5
1
〜

1
6
6
0
年
を
ピ
ー
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に
漢
籍
医

書
の
流
行
が
あ
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た
こ
と
の
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北
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ソ
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学
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調
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ー
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シ
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プ
の
開
催
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読
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
鶴
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
方
は

正
直
に
手
を
挙
げ
て
頂
き
た
い
。お
そ
ら
く
一
人
も
い
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、も
し
手
を
挙
げ
た
方
は
誰
も
見
て
い
な
い

う
ち
に
そ
っ
と
手
を
下
げ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。な
ぜ
な

ら
日
本
に
お
い
て
鶴（
正
確
に
は
ツ
ル
目
ツ
ル
科
の
鳥
類
）は

す
べ
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、食
用
は
お
ろ
か

捕
獲
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
む
や
み
に
捕
獲
し
た

ら
罰
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
し
か
し
、以
前
、日
本
に
は
多
く
の
鶴
が
生
息
し
て
い
た
。

例
え
ば
、歌
川
広
重
の
浮
世
絵『
東
海
道
五
拾
三
次
』の
原

宿（
現
在
の
静
岡
県
沼
津
市
）に
も
原
っ
ぱ
で
休
む
二
羽
の

鶴
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、鶴
を
見
か
け
る
こ
と
は
日
常

的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。そ
し
て
、そ
の
鶴
は
現
在
と
同

じ
よ
う
に「
め
で
た
い
」動
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
、高
貴
な
方

が
た
へ
の
献
上
品
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。豊
臣
秀
吉
以
降
、

江
戸
時
代
の
徳
川
将
軍
家
は
毎
年
京
都
の
天
皇
に
鶴
を
献

上
し
て
い
る
。で
は
、献
上
し
た
鶴
は
ど
う
し
た
か
、ペ
ッ
ト

と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。ペ
ッ
ト
だ
と
し
た
ら「
鶴

は
千
年
」、た
ち
ま
ち
京
都
は
鶴
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
う

（
な
お
、本
当
の
鶴
の
寿
命
は
三
〇
年
程
度
）。実
は
献
上
さ

れ
た
鶴
は
食
べ
る
の
で
あ
る
。

　
写
真
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の『
千
羽
鶴
折
形
』と
い

う
折
り
紙
で
鶴
を
作
る
た
め
の
書
物
の
一
部
で
あ
る
。装
束

を
着
て
、右
手
に
長
い
庖
丁
、左
手
に
長
い
箸
を
持
っ
て
腰

を
下
ろ
し
、ま
な
板
の
上
に
は
鶴
。「
ま
な
板
の
上
の
鯉
」な

ら
ぬ「
ま
な
板
の
上
の
鶴
」で
あ
る
。献
上
さ
れ
た
鶴
は
、鶴

を
さ
ば
く
専
門
の
公
家
に
よ
っ
て
毎
年
正
月
一
七
日
に
天
皇

や
公
家
を
は
じ
め
、チ
ケ
ッ
ト
を
入
手
し
た
京
都
内
外
の
人

び
と
が
見
守
る
中
、特
設
ス
テ
ー
ジ
が
京
都
御
所
の
中
に
設

置
さ
れ
て
、さ
ば
か
れ
た
。こ
れ
は
鶴
庖
丁
と
い
う
儀
式
で
、

江
戸
時
代
に
は
御
厨
子
所
預
と
い
う
職
を
務
め
た
高
橋
家

が
代
々
務
め
た
。こ
の
高
橋
家
、百
人
一
首
な
ど
で
著
名
な
歌

人
・
紀
貫
之
の
一
族
で
あ
る
。紙
と
筆
で
歌
を
詠
ん
で
い
た
そ

の
手
は
、時
の
河
を
越
え
て
箸
と
庖
丁
に
変
っ
た
の
で
あ
っ

た
。

　
も
ち
ろ
ん
ま
な
板
の
上
の
鶴
は
す
で
に
息
絶
え
て
い
る
。

ス
テ
ー
ジ
の
上
で
バ
タ
バ
タ
さ
れ
た
ら
一
大
事
だ
。鶴
庖
丁

に
お
け
る
解
体
シ
ョ
ー
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。最
初

に
胴
体
を
切
る
。次
に
左
右
の
羽
を
切
る
。次
に
鶴
の
首
を

三
つ
に
切
り
分
け
、胴
体
を
上
下
に
切
り
分
け
る
。最
後
に

足
を
切
り
落
と
し
て
、鶴
の
解
体
シ
ョ
ー
は
お
し
ま
い
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、多
く
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
が
見
守
る
ス
テ
ー

ジ
の
上
、鶴
を
さ
ば
く
公
家
も
大
変
で
あ
る
。高
橋
家
の
古

文
書
は
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、高
橋

家
代
々
の
日
記
が
遺
さ
れ
て
い
る
の
で
、そ
こ
か
ら
い
く
つ

か
逸
話
を
紹
介
し
よ
う
。

　
天
和
二
年（
一
六
八
二
）の
鶴
庖
丁
、高
橋
家
の
当
主（
本

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
た
め
本
名
は
記
さ
な
い
）、庖
丁
で

右
の
親
指
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。当
時
の
宮
中
で
血
は「
ケ
ガ

レ
」と
さ
れ
て
御
法
度
、ま
し
て
や
儀
式
中
で
、し
か
も
食

材
の
解
体
シ
ョ
ー
の
儀
式
だ
。し
か
し
、当
の
本
人
は「
鶴
庖

丁
の
終
わ
り
の
方
だ
し
、少
し
だ
か
ら
問
題
な
い
」と
開
き

直
っ
て
日
記
に
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
、江
戸
時
代
の
中
ば
以
降
は
高
橋
家
と
と
も
に
御
厨

子
所
小
預
の
大
隅
家
と
い
う
公
家
も
鶴
庖
丁
を
務
め
る
こ

と
が
あ
っ
た
が
、こ
の
大
隅
家
の
江
戸
時
代
後
期
の
当
主

（
本
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
た
め
本
名
は
記
さ
な
い
）、極
度

の
緊
張
の
た
め
か
リ
ハ
ー
サ
ル
で
ま
と
も
に
さ
ば
く
こ
と
が

で
き
ず
、茫
然
自
失
、夫
の
晴
れ
舞
台
を
期
待
し
て
い
た
妻

は
リ
ハ
ー
サ
ル
を
目
の
当
た
り
に
し
て
泣
き
出
し
て
し
ま
っ

た
。そ
し
て
、本
番
を
直
前
に
控
え
、や
む
を
得
ず
高
橋
家
の

当
主
が
夜
な
べ
を
し
て
さ
ば
き
や
す
い
よ
う
に
切
り
込
み

を
入
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。逸
話
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
が
、詳

し
く
は
拙
著『
宮
中
の
シ
ェ
フ
、鶴
を
さ
ば
く
』（
吉
川
弘
文

館
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 
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さ
れ
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コ ラ ム 鶴をさばく 西村　慎太郎
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国文学研究資料館研究部教授　陳　捷

続
中
の
発
表
者
な
ら
で
は
の
幅
広
い

経
験
と
知
識
に
基
づ
く
興
味
深
い
発

表
で
し
た
。参
考
と
し
て
、日
本
・
中

国
・
韓
国
・ベ
ト
ナ
ム
の
医
学
書
版
本

や
写
本
の
資
料
も
回
覧
さ
れ
、参
加

者
に
と
っ
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お

け
る
医
学
書
の
特
徴
を
自
分
の
目
で

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　二
番
目
の
発
表
は
、東
海
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
渡
部
武
氏
に
よ
る

「
日
本
に
お
け
る
中
国
農
学
書
受
容
の
諸
問
題
」で
す
。『
斉
民
要
術
』の

位
置
づ
け
や
、王
禎『
農
書
』各
版
本
に
お
け
る
農
器
具
の
挿
絵
の
変
化
等

に
つい
て
、丁
寧
な
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。質
問
も
多
数
出
さ
れ
、参
加
者

の
関
心
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　二
日
目
に
は
、中
国
中
医
薬
大
学
教
授
の
梁
永
宣
氏
に
よ
る「
朝
鮮
通

信
使
資
料
か
ら
見
た
日
・
韓
の
医
学
知
識
の
交
流
」、日
本
女
子
大
学
文

学
部
教
授
の
福
田
安
典
氏
に
よ
る「
文
学
作
品
に
利
用
さ
れ
た
医
学
書
・

本
草
学
書
の
研
究
ー
洒
落
本
を
例
に
ー
」、東
京
大
学
人
文
社
会
研
究

科
教
授
の
川
原
秀
城
氏
に
よ
る「
梅
文
鼎
と
西
洋
天
文
・
数
学
知
識
の
日

本
へ
の
伝
入
」、鹿
児
島
大
学
法
学
部
教
授
の
高
津
孝
氏
に
よ
る「
琉
球
・

薩
摩
の
博
物
学
の
研
究
」、計
四
本
の
発
表
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
か
ら
、近
世
に
お
け
る
日
本
、中
国
、朝
鮮
、琉
球
の
医
学
・
本
草

学
・
数
学
な
ど
の
知
識
お
よ
び
そ
の
普
及
の
状
況
を
考
察
し
、ま
た
、互
い

に
交
流
・
影
響
す
る
史
実
に
つ
い
て
の
考
究
や
そ
の
意
義
の
分
析
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　二
日
間
の
発
表
は
い
ず
れ
も
よ
り
広
い
視
野
で
問
題
を
捉
え
よ
う

と
し
て
、国
・
地
域
や
専
門
分
野
の
制
限
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

新
し
い
研
究
方
向
を
示
し
て
お
り
、参
加
者
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
興
味

深
い
内
容
で
し
た
。総
合
討
論
の
時
間
は
、活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、と
く
に
、若
い
世
代
の
期
待
と
意
欲
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　次
回
は
、12
月
13
日
〜
14
日
に
長

野
仁
氏（
森
ノ
宮
医
療
学
園
専
門
学

校
・
は
り
き
ゅ
う
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

研
究

員
）に
よ
る「
今
世
紀
に
出
現
し
た
日

本
鍼
灸
の
新
史
料
ー
日
本
鍼
灸
史
の

再
構
築
に
向
け
た
史
料
蒐
集
ー
」、

平
野
恵
氏（
台
東
区
立
中
央
図
書
館 

郷
土
資
料
調
査
室 

専
門
員
）に
よ
る

「
19
世
紀
本
草
学
の
系
譜

　園
芸
と

物
産
学
の
視
点
か
ら
」の
発
表
を
中

心
に
研
究
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果

を
次
へ
繋
げ
、よ
り
充
実
し
た
共
同

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

渡部 武 氏 真柳 誠 氏

国文学研究資料館 准教授
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読
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
鶴
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
方
は

正
直
に
手
を
挙
げ
て
頂
き
た
い
。お
そ
ら
く
一
人
も
い
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、も
し
手
を
挙
げ
た
方
は
誰
も
見
て
い
な
い

う
ち
に
そ
っ
と
手
を
下
げ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。な
ぜ
な

ら
日
本
に
お
い
て
鶴（
正
確
に
は
ツ
ル
目
ツ
ル
科
の
鳥
類
）は

す
べ
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、食
用
は
お
ろ
か

捕
獲
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
む
や
み
に
捕
獲
し
た

ら
罰
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
し
か
し
、以
前
、日
本
に
は
多
く
の
鶴
が
生
息
し
て
い
た
。

例
え
ば
、歌
川
広
重
の
浮
世
絵『
東
海
道
五
拾
三
次
』の
原

宿（
現
在
の
静
岡
県
沼
津
市
）に
も
原
っ
ぱ
で
休
む
二
羽
の

鶴
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、鶴
を
見
か
け
る
こ
と
は
日
常

的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。そ
し
て
、そ
の
鶴
は
現
在
と
同

じ
よ
う
に「
め
で
た
い
」動
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
、高
貴
な
方

が
た
へ
の
献
上
品
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。豊
臣
秀
吉
以
降
、

江
戸
時
代
の
徳
川
将
軍
家
は
毎
年
京
都
の
天
皇
に
鶴
を
献

上
し
て
い
る
。で
は
、献
上
し
た
鶴
は
ど
う
し
た
か
、ペ
ッ
ト

と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。ペ
ッ
ト
だ
と
し
た
ら「
鶴

は
千
年
」、た
ち
ま
ち
京
都
は
鶴
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
う

（
な
お
、本
当
の
鶴
の
寿
命
は
三
〇
年
程
度
）。実
は
献
上
さ

れ
た
鶴
は
食
べ
る
の
で
あ
る
。

　
写
真
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の『
千
羽
鶴
折
形
』と
い

う
折
り
紙
で
鶴
を
作
る
た
め
の
書
物
の
一
部
で
あ
る
。装
束

を
着
て
、右
手
に
長
い
庖
丁
、左
手
に
長
い
箸
を
持
っ
て
腰

を
下
ろ
し
、ま
な
板
の
上
に
は
鶴
。「
ま
な
板
の
上
の
鯉
」な

ら
ぬ「
ま
な
板
の
上
の
鶴
」で
あ
る
。献
上
さ
れ
た
鶴
は
、鶴

を
さ
ば
く
専
門
の
公
家
に
よ
っ
て
毎
年
正
月
一
七
日
に
天
皇

や
公
家
を
は
じ
め
、チ
ケ
ッ
ト
を
入
手
し
た
京
都
内
外
の
人

び
と
が
見
守
る
中
、特
設
ス
テ
ー
ジ
が
京
都
御
所
の
中
に
設

置
さ
れ
て
、さ
ば
か
れ
た
。こ
れ
は
鶴
庖
丁
と
い
う
儀
式
で
、

江
戸
時
代
に
は
御
厨
子
所
預
と
い
う
職
を
務
め
た
高
橋
家

が
代
々
務
め
た
。こ
の
高
橋
家
、百
人
一
首
な
ど
で
著
名
な
歌

人
・
紀
貫
之
の
一
族
で
あ
る
。紙
と
筆
で
歌
を
詠
ん
で
い
た
そ

の
手
は
、時
の
河
を
越
え
て
箸
と
庖
丁
に
変
っ
た
の
で
あ
っ

た
。

　
も
ち
ろ
ん
ま
な
板
の
上
の
鶴
は
す
で
に
息
絶
え
て
い
る
。

ス
テ
ー
ジ
の
上
で
バ
タ
バ
タ
さ
れ
た
ら
一
大
事
だ
。鶴
庖
丁

に
お
け
る
解
体
シ
ョ
ー
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。最
初

に
胴
体
を
切
る
。次
に
左
右
の
羽
を
切
る
。次
に
鶴
の
首
を

三
つ
に
切
り
分
け
、胴
体
を
上
下
に
切
り
分
け
る
。最
後
に

足
を
切
り
落
と
し
て
、鶴
の
解
体
シ
ョ
ー
は
お
し
ま
い
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、多
く
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
が
見
守
る
ス
テ
ー

ジ
の
上
、鶴
を
さ
ば
く
公
家
も
大
変
で
あ
る
。高
橋
家
の
古

文
書
は
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、高
橋

家
代
々
の
日
記
が
遺
さ
れ
て
い
る
の
で
、そ
こ
か
ら
い
く
つ

か
逸
話
を
紹
介
し
よ
う
。

　
天
和
二
年（
一
六
八
二
）の
鶴
庖
丁
、高
橋
家
の
当
主（
本

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
た
め
本
名
は
記
さ
な
い
）、庖
丁
で

右
の
親
指
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。当
時
の
宮
中
で
血
は「
ケ
ガ

レ
」と
さ
れ
て
御
法
度
、ま
し
て
や
儀
式
中
で
、し
か
も
食

材
の
解
体
シ
ョ
ー
の
儀
式
だ
。し
か
し
、当
の
本
人
は「
鶴
庖

丁
の
終
わ
り
の
方
だ
し
、少
し
だ
か
ら
問
題
な
い
」と
開
き

直
っ
て
日
記
に
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
、江
戸
時
代
の
中
ば
以
降
は
高
橋
家
と
と
も
に
御
厨

子
所
小
預
の
大
隅
家
と
い
う
公
家
も
鶴
庖
丁
を
務
め
る
こ

と
が
あ
っ
た
が
、こ
の
大
隅
家
の
江
戸
時
代
後
期
の
当
主

（
本
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
た
め
本
名
は
記
さ
な
い
）、極
度

の
緊
張
の
た
め
か
リ
ハ
ー
サ
ル
で
ま
と
も
に
さ
ば
く
こ
と
が

で
き
ず
、茫
然
自
失
、夫
の
晴
れ
舞
台
を
期
待
し
て
い
た
妻

は
リ
ハ
ー
サ
ル
を
目
の
当
た
り
に
し
て
泣
き
出
し
て
し
ま
っ

た
。そ
し
て
、本
番
を
直
前
に
控
え
、や
む
を
得
ず
高
橋
家
の

当
主
が
夜
な
べ
を
し
て
さ
ば
き
や
す
い
よ
う
に
切
り
込
み

を
入
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。逸
話
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
が
、詳

し
く
は
拙
著『
宮
中
の
シ
ェ
フ
、鶴
を
さ
ば
く
』（
吉
川
弘
文

館
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 
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国文学研究資料館研究部教授　陳　捷

続
中
の
発
表
者
な
ら
で
は
の
幅
広
い

経
験
と
知
識
に
基
づ
く
興
味
深
い
発

表
で
し
た
。参
考
と
し
て
、日
本
・
中

国
・
韓
国
・ベ
ト
ナ
ム
の
医
学
書
版
本

や
写
本
の
資
料
も
回
覧
さ
れ
、参
加

者
に
と
っ
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お

け
る
医
学
書
の
特
徴
を
自
分
の
目
で

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　二
番
目
の
発
表
は
、東
海
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
渡
部
武
氏
に
よ
る

「
日
本
に
お
け
る
中
国
農
学
書
受
容
の
諸
問
題
」で
す
。『
斉
民
要
術
』の

位
置
づ
け
や
、王
禎『
農
書
』各
版
本
に
お
け
る
農
器
具
の
挿
絵
の
変
化
等

に
つい
て
、丁
寧
な
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。質
問
も
多
数
出
さ
れ
、参
加
者

の
関
心
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　二
日
目
に
は
、中
国
中
医
薬
大
学
教
授
の
梁
永
宣
氏
に
よ
る「
朝
鮮
通

信
使
資
料
か
ら
見
た
日
・
韓
の
医
学
知
識
の
交
流
」、日
本
女
子
大
学
文

学
部
教
授
の
福
田
安
典
氏
に
よ
る「
文
学
作
品
に
利
用
さ
れ
た
医
学
書
・

本
草
学
書
の
研
究
ー
洒
落
本
を
例
に
ー
」、東
京
大
学
人
文
社
会
研
究

科
教
授
の
川
原
秀
城
氏
に
よ
る「
梅
文
鼎
と
西
洋
天
文
・
数
学
知
識
の
日

本
へ
の
伝
入
」、鹿
児
島
大
学
法
学
部
教
授
の
高
津
孝
氏
に
よ
る「
琉
球
・

薩
摩
の
博
物
学
の
研
究
」、計
四
本
の
発
表
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
か
ら
、近
世
に
お
け
る
日
本
、中
国
、朝
鮮
、琉
球
の
医
学
・
本
草

学
・
数
学
な
ど
の
知
識
お
よ
び
そ
の
普
及
の
状
況
を
考
察
し
、ま
た
、互
い

に
交
流
・
影
響
す
る
史
実
に
つ
い
て
の
考
究
や
そ
の
意
義
の
分
析
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　二
日
間
の
発
表
は
い
ず
れ
も
よ
り
広
い
視
野
で
問
題
を
捉
え
よ
う

と
し
て
、国
・
地
域
や
専
門
分
野
の
制
限
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

新
し
い
研
究
方
向
を
示
し
て
お
り
、参
加
者
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
興
味

深
い
内
容
で
し
た
。総
合
討
論
の
時
間
は
、活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
、と
く
に
、若
い
世
代
の
期
待
と
意
欲
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　次
回
は
、12
月
13
日
〜
14
日
に
長

野
仁
氏（
森
ノ
宮
医
療
学
園
専
門
学

校
・
は
り
き
ゅ
う
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

研
究

員
）に
よ
る「
今
世
紀
に
出
現
し
た
日

本
鍼
灸
の
新
史
料
ー
日
本
鍼
灸
史
の

再
構
築
に
向
け
た
史
料
蒐
集
ー
」、

平
野
恵
氏（
台
東
区
立
中
央
図
書
館 

郷
土
資
料
調
査
室 

専
門
員
）に
よ
る

「
19
世
紀
本
草
学
の
系
譜

　園
芸
と

物
産
学
の
視
点
か
ら
」の
発
表
を
中

心
に
研
究
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果

を
次
へ
繋
げ
、よ
り
充
実
し
た
共
同

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

渡部 武 氏 真柳 誠 氏

国文学研究資料館 准教授
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昨
年
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
国
文
学
研
究
資
料
館
は
、

本
年
度
、人
文
社
会
科
学
分
野
で
初
め
て
の「
大
規
模
学
術

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
」と
し
て「
日
本
語
の
歴
史
的
典

籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
計
画
」を
本
格

的
に
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、創
立
四
十
一
年
目
は
、さ
ら

な
る
飛
躍
を
期
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
に
相
応
し
い
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
十
年
間
に
及
ぶ
本
事
業
計
画
は
、本
紙
創
刊
号（
二

〇
一
四
年
六
月
）、ま
た『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』第
五
六
号（
二
〇

一
四
年
五
月
）、『
文
藝
年
鑑
２
０
１
４
』（
二
〇
一
四
年
六

月
）等
の
記
事
で
ご
承
知
の
通
り
、当
館
の
こ
れ
ま
で
の
四

十
年
史
に
照
ら
し
て
も
き
わ
め
て
重
い
任
務
で
す
。こ
こ

に
、そ
の
取
り
組
み
の
う
ち
、当
館
教
員
の
活
動
の
一
端
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

ａ
体
制
整
備

　
本
事
業
計
画
は
、新
設
さ
れ
た
古
典
籍
共
同
研
究
事
業
セ

ン
タ
ー（
以
下「
セ
ン
タ
ー
」と
略
称
）を
中
心
に
、館
を
挙
げ

て
推
進
す
る
文
字
通
り
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、併
せ
て
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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平
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共
同
研
究（
公
募
型
一
般
）の
採
択
結
果
に
つ
い
て

　
今
年
度
公
募
い
た
し
ま
し
た
共
同
研
究
が
、次
の
と
お

り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

◆
募
集
内
容

﹇
募
集
対
象
﹈ 

日
本
の
古
典
籍
に
関
す
る
研
究
、ま
た
は
、

日
本
の
古
典
籍
に
基
き
そ
れ
を
活
用
し
て
な
さ
れ
る
研
究

で
、こ
れ
ま
で
未
開
拓
で
あ
っ
た
か
、あ
る
い
は
十
分
に
展
開

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
研
究
領
域
に
取
り
組
む
意
欲
的
な
共

同
研
究
。

﹇
研
究
期
間
﹈ 

平
成
26（
2
0
1
4
）年
10
月
〜
平
成
29

（
2
0
1
7
）年
９
月
の
３
年
間

◆
応
募
状
況（
採
択
予
定
件
数
５
件
）

　
　
応
募
件
数 

： 

19
件

　
　
採
択
件
数 

： 

５
件

◆
採
択
課
題（
申
請
受
付
順
。﹇ 

﹈内
は
研
究
代
表
者
）

○
草
双
紙
を
中
心
と
し
た
近
世
挿
絵
史
の
構
築﹇
佐
藤
悟

（
実
践
女
子
大
学
文
学
部
　
教
授
）﹈

○
近
世
日
本
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
理
学
典
籍
に
関

す
る
国
際
共
同
研
究﹇
小
川
束（
四
日
市
大
学
環
境
情
報

学
部
　
教
授
）﹈

○
紀
州
地
域
に
存
す
る
古
典
籍
お
よ
び
そ
の
関
連
資
料
・

文
化
資
源
の
基
礎
的
研
究﹇
大
橋
直
義（
和
歌
山
大
学
教

育
学
部
　
准
教
授
）﹈

○
近
世
日
本
科
学
史
典
籍
の
国
際
的
再
評
価
に
向
け
た

基
盤
研
究﹇
研
究
代
表
者
：
佐
藤
賢
一（
電
気
通
信
大
学
大

学
院
情
報
理
工
学
研
究
科
　
准
教
授
）﹈

○
日
本
漢
詩
文
に
お
け
る
古
典
形
成
の
研
究
な
ら
び
に
研

究
環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
日
本
漢
文
学
の
通
史

の
検
討﹇
合
山
林
太
郎（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

（
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
デ
ザ
イ
ン・セ
ン
タ
ー
）准
教
授
）﹈


